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児童養護施設退所児童　希望の家事業

１　事業の概要

　　児童養護施設退所児童を対象として、大学等への進

　学者に低額で住宅を提供するとともに、家族、交友関

　係、将来への不安などへの生活相談を実施する。

（１）希望の家事業　　8,500千円

２　事業主体及び負担区分

　　国１／２・県１／２

３　地方財政措置の状況

　　普通交付税（単位費用）

　　（区分）社会福祉費（細目）児童福祉費（細節）児

　童相談所（積算内容）児童虐待・ＤＶ対策等総合支援

　事業

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員

　　9,500千円×0.3人=2,850千円

５　事業説明
（１）事業目的
　　児童養護施設退所児童等を対象として、大学等への進学者に低額で住宅を提供するとともに、家族、交友関係、将来
　への不安などへの生活相談を実施する。

（２）事業内容
　　ア　学生寮を低額で提供
　　　○　アパートなどを借上げ住居を提供
　　　○　共同生活で社会からの孤立を予防
　　イ　マンツーマンのサポート
　　　○　支援員が進学から就職、卒業後の単身生活まで一貫支援
　　ウ　後輩の希望の星に
　　　○　大学生等が各施設を訪問して、後輩のロールモデルに
　　　○　頑張る姿を社会に向けて発信

（３）事業効果
　　○　５か年の間に児童養護施設の子供の大学等進学率を１０ポイント向上させる。

（４）県民・民間活力、職員のマンパワー、他団体との連携状況
　　　児童養護施設の連絡団体である埼玉県児童養護施設協議会のほか、社会的養護を必要とする児童の支援を行う民間
　　団体と連携して事業を実施する。

(単位：千円)

分野施策


